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市場出荷に向け積み込みを行なう肉牛ヘルパー
柴
しば
田
た
 勇
いさ
雄
お
 議員姉

あね
帯
たい
 春
はる
治
じ
 議員

カラマツ集成材を使い建設が進む葛巻小学校の屋内運動場

の
施
設
整
備
に
備
え
て
積
み
立
て
て

お
り
、
今
年
度
末
に
５
億
５
０
０
０

万
円
に
な
る
見
込
み
で
す
。

③
向
こ
う
３
カ
年
の
財
政
見
通
し
は
、

非
常
に
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

自
主
財
源
の
確
保
を
進
め
な
が
ら
、

経
費
の
抑
制
に
努
め
、
財
政
健
全
化

に
取
り
組
み
ま
す
。
　

議
員  

町
財
政
の
動
向
に
つ
い
て
、

①
一
括
交
付
金
に
伴
う
町
財
政
へ
の

期
待
と
懸
念
は
。

②
主
要
４
基
金
（
財
調
・
減
債
・
地

域
づ
く
り
・
公
共
施
設
）
へ
の
積
み

立
て
対
応
は
。

③
向
こ
う
３
カ
年
の
財
政
見
通
し
は
。

町
長  

①
使
い
道
の
自
由
度
が
高
ま

る
と
し
て
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
が
、

か
つ
て
の
三
位
一
体
改
革
の
二
の
舞

に
な
る
こ
と
も
懸
念
し
て
い
ま
す
。

②
財
政
調
整
基
金
は
収
入
減
や
災
害

等
不
時
の
財
政
支
出
に
備
え
る
も
の

で
、
今
年
度
末
に
６
億
２
０
０
０
万

円
に
な
る
見
込
み
で
す
。

減
債
基
金
は
将
来
の
公
債
費
増
加

に
伴
う
財
政
指
標
の
悪
化
等
を
防
ぐ

た
め
、
引
き
続
き
適
切
な
額
を
確
保

し
ま
す
。

地
域
づ
く
り
基
金
に
つ
い
て
は
、

今
後
も
寄
付
金
等
を
積
み
立
て
て
い

き
ま
す
。

公
共
施
設
等
整
備
基
金
は
、
将
来

県
内
市
町
村
の
退
職

勧
奨
制
度
の
実
態
は

職
員
の
退
職
勧
奨
と
定
年
退
職
の

あ
り
方
等
に
つ
い
て
、

①
59
歳
勧
奨
退
職
が
、
実
質
定
年
退

職
化
し
て
い
る
県
内
市
町
村
の
実
態

は
。

②
勧
奨
退
職
に
伴
う
年
金
受
給
到
達

年
齢
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
。

③
退
職
勧
奨
が
拒
否
さ
れ
た
場
合
の

対
応
は
。

④
定
年
退
職
制
度
の
活
用
方
策
は
。

県
内
全
体
で
は
４
割

町
村
は
６
割
が
実
施

①
町
村
だ
け
に
限
る
と
６
割
を
越
え

る
自
治
体
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
る

と
推
測
さ
れ
ま
す
。

②
今
後
は
年
金
受
給
到
達
年
齢
が
引

き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
24
年
度

に
は
２
年
、
26
年
度
に
は
３
年
と
な

り
、
ギ
ャ
ッ
プ
は
拡
大
し
て
い
く
こ

一
括
交
付
金
の
期
待
と
懸
念
は

自
由
度
が
高
ま
る
が
削
減
が
懸
念
さ
れ
る

と
に
な
り
ま
す
。

③
退
職
勧
奨
を
希
望
し
な
い
場
合
は
、

定
年
を
も
っ
て
退
職
と
な
り
ま
す
。

④
人
事
院
勧
告
で
は
、
定
年
を
段
階

的
に
65
歳
に
引
き
上
げ
る
こ
と
に
つ

い
て
検
討
す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
、
職
員
体
制
や
定
員
管
理
、

あ
る
い
は
人
事
院
勧
告
な
ど
を
踏
ま

え
検
討
し
ま
す
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
貿
易
自
由
化

へ
の
町
長
の
所
感
は

環
太
平
洋
戦
略
的
経
済
連
携
協
定

の
貿
易
自
由
化
に
対
す
る
町
長
の
所

感
は
。

参
加
の
見
直
し
求
め

連
携
し
て
国
へ
要
望

町
の
農
業
が
崩
壊
し
な
い
よ
う
に
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
の
見
直
し
と
、
農

業
政
策
の
推
進
に
つ
い
て
、
県
や
関

係
団
体
と
連
携
し
、
国
に
対
し
て
強

く
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

４
頭
、
本
年
度
当
初
は
９
４
７
頭
ま

で
増
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
３
月
に
「
葛
巻
町
和

牛
繁
殖
１
０
０
０
頭
必
達
大
会
」
を

開
催
し
、
生
産
農
家
や
関
係
者
が
一

堂
に
会
し
、
目
標
達
成
に
向
け
た
取

り
組
み
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

町
肉
牛
ヘ
ル
パ
ー
組
合
は
10
年
に

組
織
さ
れ
、
ヘ
ル
パ
ー
は
現
在
11
人

で
、
21
年
度
の
活
動
は
集
出
荷
作
業

５
６
６
頭
、
引
き
付
け
作
業
１
３
２

頭
、
牛
舎
管
理
23
日
と
い
う
実
績
で

す
。生

産
者
の
高
齢
化
や
担
い
手
不
足

等
の
課
題
解
決
に
向
け
、
肉
牛
ヘ
ル

パ
ー
の
果
た
す
役
割
は
大
き
く
、
支

援
策
等
は
今
後
検
討
し
ま
す
。

木
質
バ
イ
オ
施
設
と

間
伐
事
業
の
今
後
は

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ガ
ス
化
発
電
施

設
は
、
本
町
に
適
し
て
い
る
と
考
え

る
が
活
用
策
は
。

議
員  

本
町
に
和
牛
が
導
入
さ
れ
て

30
年
に
な
る
が
、
増
頭
対
策
と
肉
牛

ヘ
ル
パ
ー
へ
の
支
援
策
は
。

町
長  

当
町
の
黒
毛
和
牛
は
、
乳
牛

や
日
本
短
角
牛
の
飼
育
か
ら
切
り
替

え
た
農
家
を
中
心
に
、
現
在
１
１
５

戸
で
飼
育
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
で
は
20
年
度
か
ら
３
年
間
、
増

頭
１
頭
あ
た
り
２
万
円
の
助
成
を
行

な
っ
た
結
果
、
21
年
度
当
初
は
９
３

ま
た
、
間
伐
事
業
に
つ
い
て
の
今

後
の
見
通
し
は
。

施
設
は
方
策
検
討
中

間
伐
は
国
動
向
注
視

21
年
３
月
に
寄
贈
さ
れ
た
本
施
設

は
得
ら
れ
る
発
電
量
に
対
し
、
原
料

と
な
る
チ
ッ
プ
材
の
購
入
と
運
搬
価

格
を
含
む
稼
働
経
費
が
高
く
採
算
が

取
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
年
間
３
日
程

度
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
よ
る
稼
働
以

外
は
運
転
を
休
止
。
今
後
の
活
用
策

に
つ
い
て
は
、
昨
年
９
月
に
設
置
し

た
「
葛
巻
町
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
活

用
調
査
検
討
委
員
会
」
で
検
討
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。

次
に
間
伐
事
業
に
つ
い
て
は
23
年

度
以
降
、
国
庫
補
助
の
要
件
見
直
し

が
検
討
さ
れ
て
お
り
、
搬
出
間
伐
の

対
象
を
拡
大
す
る
一
方
で
、
伐き
り

捨す
て

間

伐
は
除
伐
と
し
て
縮
小
す
る
方
向
と

の
情
報
も
あ
り
、
町
で
は
本
制
度
の

動
向
を
注
視
し
て
い
ま
す
。

本
町
の
黒
毛
和
牛
の
増
頭
対
策
の
成
果
は

和
牛
繁
殖
１
０
０
０
頭
の
達
成
を
目
指
す

病
院
の
上
半
期
状
況

と
経
営
の
見
通
し
は

葛
巻
病
院
の
今
年
４
月
か
ら
の
状

況
と
今
後
の
経
営
の
見
通
し
は
。

減
少
基
調
な
が
ら
も

計
画
に
沿
っ
て
推
移

上
半
期
の
状
況
は
、
入
院
患
者
数

は
一
般
病
床
が
６
０
１
４
人
で
前
年

同
期
と
比
較
し
て
１
５
０
９
人
、
20

㌫
減
少
す
る
一
方
で
、
療
養
病
床
は

３
２
１
６
人
で
同
比
１
２
４
人
、
４

㌫
増
加
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
外
来
患
者
数
は
２
万
１
０

４
０
人
で
同
比
４
５
０
人
、
２
㌫
増
加

し
て
お
り
、
患
者
動
向
な
ど
予
測
で
き

な
い
部
分
は
あ
り
ま
す
が
、
今
後
も

改
革
プ
ラ
ン
に
沿
っ
た
収
支
と
純
損
益

で
推
移
す
る
も
の
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

な
お
、
安
定
的
な
経
営
は
医
師
確

保
が
基
本
と
認
識
し
て
お
り
、
で
き

う
る
手
だ
て
を
尽
く
す
考
え
で
す
。
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